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 災害前のレーザ計測データの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 レーダ雨量と崩壊発生地点の重ね合わせ図 
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（１）広島県 

 

 

解析メッシュサイズ：10m×10m 

分母：雨量区分ごとの森林面積 

 

（２）愛媛県 

 

 

解析メッシュサイズ：10m×10m 

分母：雨量区分ごとの森林積 

図 3.3 72 時間雨量、雨量階級別単位面積当たり崩壊発生箇所数（グラフ） 
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 重ね合わせ図の作成及び表層崩壊と森林状態との関係解析 

 

 

図 3.4 地質と崩壊発生地点との重ね合わせ図（広島県） 
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